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急性期
リハビリテーション

社会復帰率の向上に貢献しています

柏葉脳神経外科病院のリハビリテーション科では脳血管障害などの患

者さんに対し、主治医の指示のもと、発症直後に患者さんの状態に応

じたリハビリテーションを開始し、早期離床と機能回復を365日体

制でサポートしています。

発症直後から開始する

極
め
て
重
要
な

急
性
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　

急
性
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
発
症
か
ら

で
き
る
限
り
早
い
段
階
で
行
わ
れ
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
こ
と
で
す
。

　

脳
血
管
障
害
な
ど
を
発
症
し
た
患
者
さ
ん
を
寝
か

せ
た
ま
ま
動
か
さ
な
い
で
い
る
と
、
筋
肉
や
関
節
の

動
き
が
衰
え
た
り
、
肺
炎
や
床
ず
れ
に
な
っ
た
り
し

ま
す
。
こ
う
し
た
全
身
に
及
ぶ
多
様
な
合
併
症
を
予

防
す
る
た
め
に
は
、
急
性
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

が
適
切
な
時
期
に
適
切
な
内
容
で
行
わ
れ
る
こ
と
が

極
め
て
重
要
な
意
味
を
持
ち
ま
す
。

　

急
性
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
全
身
状
態
が

十
分
に
安
定
し
て
い
な
い
時
期
に
行
わ
れ
る
た
め

に
、
十
分
な
リ
ス
ク
管
理
が
必
要
で
す
が
、
当
院
で

は
医
師
の
監
視
下
で
患
者
さ
ん
の
血
圧
や
心
拍
数
、

呼
吸
状
況
な
ど
を
管
理
し
な
が
ら
、
発
症
直
後
（
当

日
か
翌
日
）
に
急
性
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開

始
し
、
日
常
生
活
動
作
の
自
立
度
と
社
会
復
帰
率
を

高
め
る
こ
と
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

リハビリテーション科
理学療法室主任

釘本 充理学療法士

理学療法士

急性期リハビリテーションにおける
リハビリテーションスタッフの役割

作業療法士言語聴覚士
運動麻痺や長期臥床後の動作障

害、褥
じょくそう

瘡などを起こさないため

の関節可動域運動、筋力増強運

動などを行います。

運動麻痺などに対する手足の運

動や、食事・更衣などの日常動

作の訓練を行います。

失語症や構音障害（うまく発音

できない）などを残さないため

のリハビリテーションとして、

会話を中心とした訓

練を行います。



質
の
高
い

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を

提
供
す
る
た
め
に

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
は
、
理
学

療
法
士
18
人
・
作
業
療
法
士
17
人
・
言
語

聴
覚
士
7
人
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
1
人
、
ク

ラ
ー
ク
2
人
の
総
勢
45
人
で
構
成
さ
れ
て

お
り
、3
6
5
日
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　

各
ス
タ
ッ
フ
は
院
外
研
修
会
に
積
極

的
に
参
加
す
る
だ
け
で
な
く
、
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
科
内
で
も
勉
強
会
を
毎
月
実

施
す
る
な
ど
常
に
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
取
り

組
み
、
そ
れ
ぞ
れ
が
専
門
性
を
生
か
し
な

が
ら
、
１
人
１
人
の
患
者
さ
ん
に
質
の
高

い
最
善
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供

で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

摂
食
・
嚥
下
障
害
の
あ
る
患
者
さ
ん

に
は
管
理
栄
養
士
と
と
も
に
、
ま
た
患
者

さ
ん
の
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
に
は
臨
床
心
理

士
と
、
時
に
は
音
楽
の
持
つ
心
理
的
・
身

体
的
働
き
を
利
用
す
る
音
楽
療
法
士
と
一

緒
に
対
応
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
セ
ク

シ
ョ
ン
が
連
携
を
と
り
な
が
ら
患
者
さ
ん

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

　

患
者
さ
ん
の
障
害
さ
れ
た
能
力
の
改
善

を
図
り
、
残
存
し
て
い
る
能
力
を
活
用
で

き
る
環
境
を
整
え
、
ご
家
族
へ
の
指
導
・

助
言
な
ど
も
行
い
な
が
ら
、
早
期
回
復
、

早
期
退
院
に
向
け
て
全
力
を
尽
く
し
て
い

ま
す
。

 

柏
葉
脳
神
経
外
科
病
院
の

急
性
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
療

日々変化する患者さんの病状に適切に対応するため、日曜を除く毎朝、

多職種が集まってカンファレンスを行い、早期回復を目指した専門治療

を展開しています。

多職種が連携するリハビリテーション体制

リハビリテーション
スタッフ 管理栄養士

医療
ソーシャルワーカー薬剤師

看護師医師

365日
体制

　

発
症
直
後
に
開
始
さ
れ
る
急
性
期
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
合
併
症
予
防

や
早
期
離
床
、
機
能
回
復
を
目
指
し
、

日
常
の
基
本
動
作
の
練
習
を
主
体
と
し

な
が
ら
、
１
人
１
人
の
患
者
さ
ん
の
状

態
に
合
わ
せ
て
進
め
ら
れ
ま
す
。

関
節
可
動
域
訓
練

筋
力
強
化
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

麻
痺
で
動
か
な
い
関
節
や
筋
肉
を
動
か

し
、
筋
力
が
衰
え
な
い
よ
う
に
し
ま
す

関
節
を
動
か
し
、
可
動
域
を
正
常
化
さ

せ
て
、
血
液
の
循
環
も
良
く
し
ま
す

起
き
上
が
り
訓
練

呼
吸
介
助

胸
郭
可
動
域
を
拡
大
さ
せ
る
ス
ト
レ
ッ

チ
で
、
排
痰
を
促
進
し
、
自
発
呼
吸
を

ス
ム
ー
ズ
に
し
ま
す

寝
た
ま
ま
腰
を
揺
ら
し
、
股
関
節
を
ほ

ぐ
し
、
ベ
ッ
ド
か
ら
足
を
下
ろ
し
て
上

体
を
抱
え
、
ベ
ッ
ド
に
腰
か
け
ま
す

移
乗
動
作
訓
練

立
ち
上
が
り
訓
練

麻
痺
し
た
足
に
も
体
重
を
か
け
、
体
の

バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
な
が
ら
、
両
足
で
立

ち
上
が
り
ま
す

ベ
ッ
ド
か
ら
車
い
す
へ
、
車
イ
ス
か
ら

ベ
ッ
ド
へ
の
移
乗
を
転
倒
し
な
い
よ
う

安
全
に
行
え
る
よ
う
し
ま
す

急性期リハビリテー
ションは一日最大
180 分行われます。
複数回に分けて行うこ
とで、身体への負担を
最小限に抑えながら、
日常生活動作能力を維
持・改善に努めます。

臨床心理士 音楽療法士



柏葉脳神経外科病院
私
た
ち
は
、
安
全
で
安
心
い
た
だ
け
る
医
療
の

サ
ー
ビ
ス
に
徹
し
、
患
者
さ
ん
の
幸
せ
を
守
り

ま
す 病

院
の
理
念

●
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
、
思
い
や
り
の
あ
る
最
善
の

医
療
に
全
力
を
つ
く
し
ま
す

●
医
師
と
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
説
明
と
、
患
者
さ
ん
の

理
解
と
選
択
に
基
づ
く
医
療
を
実
践
し
ま
す

●
患
者
さ
ん
の
意
志
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
尊
重
し
ま
す

●
医
療
従
事
者
と
し
て
、
常
に
、
豊
か
な
人
間
性
と

技
術
の
向
上
を
め
ざ
し
ま
す

●
救
命
・
救
急
医
療
か
ら
心
と
体
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
ま
で
、
脳
の
総
合
病
院
を
め
ざ
し
ま
す

●
地
域
医
療
機
関
と
の
強
力
な
連
携
を
は
か
り
、
よ

り
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
医
療
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

ま
す

●
患
者
さ
ん
は
、
平
等
で
、
安
全
な
医
療
を
受
け
る

権
利
が
あ
り
ま
す

●
自
分
の
診
療
に
か
か
わ
る
人
々
の
氏
名
と
役
割
を

知
る
権
利
が
あ
り
ま
す

●
自
分
の
病
気
・
治
療
・
予
後
に
つ
い
て
知
る
権
利

が
あ
り
ま
す

●
治
療
に
つ
い
て
承
諾
・
拒
否
す
る
権
利
が
あ
り
ま
す

●
自
分
の
診
療
に
つ
い
て
、
他
医
師
の
意
見
（
セ
カ

ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
）
を
得
る
権
利
が
あ
り
ま
す

●
自
分
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る
権
利
が
あ
り
ま
す

●
公
的
援
助
、
地
域
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
情
報
を
知

る
権
利
が
あ
り
ま
す

●
病
院
職
員
に
対
し
て
、
意
見
・
苦
情
を
伝
え
る
権

利
が
あ
り
ま
す

患
者
さ
ん
の
権
利

病
院
の
基
本
方
針

編
集
後
記

寒
さ
を
感
じ
る
日
さ
え
あ
り
ま
す
が
、
お
変

わ
り
な
く
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
当
院
で

は
、
表
紙
写
真
に
も
あ
る
屋
上
庭
園
が
オ
ー

プ
ン
し
、
患
者
さ
ん
と
そ
の
ご
家
族
や
職
員

か
ら
も
好
評
を
得
て
お
り
、
癒
し
と
和
み
の

場
と
し
て
ご
利
用
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

8
月
を
迎
え
、
本

来
な
ら
夏
本
番
と

い
う
と
こ
ろ
な
の
で

し
ょ
う
が
不
安
定
な

天
候
が
続
い
て
い
ま

す
。
朝
晩
に
は
、
肌

私
た
ち
の
考
え
て
い
る
こ
と

常
勤
の
心
理
士
が

心
理
的
な
問
題
解
決
の
援
助
を

臨床心理室

部門レポート

心理士…中村亜紀子

箱
庭
療
法
な
ど
を
用
い
な
が
ら
、
心
の
状
態
や

知
能
・
認
知
機
能
を
確
認
し
、
患
者
さ
ん
の
心

理
的
な
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
援
助
を
、
医

師
や
看
護
師
と
連
携
し
な
が
ら
行
い
ま
す
。

心
の
ケ
ア
を
置
き
去
り
に
し
な
い
治
療

　

当
院
に
は
、
病
気
や
ケ
ガ
が
原
因
で
物
事
を

う
ま
く
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
「
高
次

脳
機
能
障
害
」
や
、
脳
卒
中
後
に
気
分
が
落
ち

込
み
、
食
欲
不
振
や
不
眠
な
ど
の
症
状
が
出
る

「
P
S
D
（
脳
卒
中
後
う
つ
病
）」
な
ど
に
悩
む

患
者
さ
ん
が
入
院
し
、
精
神
科
や
物
忘
れ
外
来

に
は
、
心
の
悩
み
や
不
安
を
抱
え
た
患
者
さ
ん

が
訪
れ
ま
す
。
心
の
ケ
ア
が
必
要
な
場
合
は
、

心
理
士
が
関
わ
り
な
が
ら
治
療
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
ト
レ
ス
や
不
眠
、
不
登
校
、
引
き

こ
も
り
、
適
応
障
害
な
ど
、
精
神
的
な
悩
み
は

心
理
検
査
や
箱
庭
療
法
な
ど

　

当
院
の
臨
床
心
理
室
に
は
、
心
理
士
が
常
勤

し
て
い
ま
す
。心
理
検
査
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
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箱庭療法では、患者さんが箱の中に自由に人形や
建物を入れていきます

職
場
風
土
改
革
2
年
目
の
取
り
組
み

特
定
医
療
法
人 

柏
葉
脳
神
経
外
科
病
院

理
事
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当
院
は
2
0
0
8
年
6
月
9
日
付
け
で
、
財

団
法
人
21
世
紀
職
業
財
団
北
海
道
事
務
所
長
よ

り「
職
場
風
土
改
革
促
進
事
業
実
施
事
業
主
」の

指
定
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
２
年
目
と
な
る
今

年
度
も
引
き
続
き
、
仕
事
と
育
児
・
介
護
が
両

立
で
き
る
職
場
環
境
の
整
備
と
職
員
が
安
心
し

て
仕
事
が
続
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

〈
当
院
の
取
組
み
事
項
〉

●
管
理
職
層
へ
の
研
修
の
実
施　

●
両
立
支
援

制
度
の
労
働
者
へ
の
周
知　

●
小
学
校
就
学
前

の
子
を
育
て
る
職
員
に
、
所
定
外
労
働
を
免
除

す
る
制
度
を
導
入　

●
3
歳
未
満
の
子
を
育
て

る
職
員
に
勤
務
時
間
の
短
縮
制
度
を
導
入　

●

子
の
看
護
休
暇
取
得
日
数
の
見
直
し　

●
育
児

休
業
者
等
が
発
生
し
た
場
合
の
代
替
要
員
確
保

へ
の
明
文
化

カウンセリングで、お話をじっくりと
うかがいます

ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。


